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問
今
年
度
の
地
域
支
援
事
業

の
見
通
し
は
。

答
主
な
も
の
と
し
て
３
つ
、

包
括
的
支
援
事
業
・
任
意
事

業
、
介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
、
一
般
介
護

予
防
事
業
が
あ
る
。
各
事
業

の
さ
ら
な
る
周
知
啓
発
を
図

り
、
年
度
計
画
に
基
づ
き
着

実
に
実
施
し
た
い
。

問
保
険
給
付
費
等
準
備
基
金

の
今
後
の
活
用
は
。

答
本
年
度
は
、
３
年
に
１
度

の
保
険
料
の
改
定
年
度
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
の
積
立
額
を

次
期
保
険
料
の
上
昇
を
抑
制

す
る
た
め
有
効
に
活
用
す
る
。

問
介
護
保
険
法
の
改
定
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

答
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

自
己
負
担
上
限
額
引
き
上
げ
、

第
２
号
被
保
険
者
の
保
険
料

へ
の
総
報
酬
割
の
導
入
、
介

護
報
酬
改
定
、
介
護
医
療
院

創
設
、
所
得
水
準
が
現
役
世

代
並
み
の
利
用
者
の
自
己
負

担
割
合
の
２
割
か
ら
３
割
へ

の
引
き
上
げ
な
ど
で
あ
る
。

た
理
由
は
。

答
寄
附
者
の
意
思
を
尊
重
し

た
奨
学
金
制
度
を
長
く
維
持

で
き
る
よ
う
、
個
人
の
名
称

を
削
除
し
、
趣
旨
に
賛
同
す

る
人
の
寄
附
を
集
め
た
い
と

い
う
考
え
方
で
あ
る
。

問
今
回
こ
の
よ
う
な
提
案
の

仕
方
は
非
常
に
ま
ず
い
と
思

う
が
い
か
が
か
。

討
　
論

　

今
定
例
会
最
終
日
に
、
次

の
よ
う
な
討
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。議

案
第
58
号

反　
　
対

【
日
本
共
産
党
】

　

市
民
の
収
入
は
伸
び
悩
み
、

消
費
は
低
迷
、
景
気
回
復
と

は
ほ
ど
遠
く
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
は
機
能
し
て
い
な
い
。
国

が
進
め
る
「
地
方
創
生
」
は

地
に
足
が
つ
か
ず
、
地
方
交

付
税
が
減
ら
さ
れ
る
状
況
で

は
市
の
財
政
は
悪
化
が
懸
念

さ
れ
る
。
２
期
８
年
の
川
合

市
政
で
高
齢
者
施
策
が
削
減

さ
れ
て
き
た
。
東
後
楽
会
館

問
議
案
第
71
号
に
懸
念
が
生

じ
撤
回
し
た
と
い
う
こ
と
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

答
こ
れ
か
ら
同
様
な
寄
附
が

あ
っ
た
場
合
に
同
じ
よ
う
に

条
例
名
に
氏
名
を
入
れ
る
の

か
と
い
う
問
題
、
限
ら
れ
た

期
間
だ
け
奨
学
金
を
受
け
取

ら
れ
る
人
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

懸
念
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

問
犬
竹
氏
の
名
前
を
削
除
し

答
さ
ま
ざ
ま
な
質
疑
の
中
で

指
摘
を
受
け
、
そ
れ
を
も
っ

と
も
な
こ
と
で
あ
る
と
感
じ
、

撤
回
、
再
提
出
と
い
う
手
続

き
を
踏
ん
だ
。
や
む
を
得
な

い
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

本
質
疑
は
、
９
月
19
日
に

上
程
さ
れ
た
議
案
に
対
す

る
も
の
で
す
。

の
廃
止
は
高
齢
者
の
貴
重
な

居
場
所
を
奪
う
。
税
の
徴
収

強
化
で
収
入
率
が
上
が
っ
た

一
方
、
国
保
へ
の
繰
り
出
し

が
増
え
た
。
社
会
保
障
の
削

減
と
負
担
増
は
健
康
悪
化
を

招
く
。
待
機
児
童
は
解
消
さ

れ
て
お
ら
ず
、
市
立
保
育
園

の
改
築
や
保
育
士
の
確
保
が

必
要
。
大
規
模
事
業
で
借
金

が
増
え
今
後
多
く
の
返
済
が

見
込
ま
れ
る
。
慎
重
に
精
査

し
て
進
め
る
べ
き
。
増
加
す

る
民
間
委
託
は
内
容
の
厳
し

い
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
。
非
正

規
職
員
や
外
部
委
託
が
増
え
、

市
が
持
つ
知
識
の
継
承
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
。
予
算
編

成
・
政
策
決
定
を
透
明
化
す

る
と
と
も
に
、
市
長
は
、
市

民
や
議
会
か
ら
の
声
に
真
摯

に
耳
を
傾
け
て
市
政
運
営
を
。

議
案
第
77
号

反　
　
対

【
民
進
党
】

　

長
期
間
に
わ
た
り
債
務
超

過
が
続
い
て
き
た
株
式
会
社

ま
ち
づ
く
り
川
越
が
産
業
観

光
館
昭
和
蔵
改
修
事
業
に
お

い
て
、
自
ら
は
一
切
費
用
負

担
す
る
こ
と
な
く
何
ら
責
任

を
負
わ
ず
、
川
越
市
の
一
般

財
源
と
埼
玉
県
の
補
助
金
約

４
５
７
０
万
円
を
投
じ
て
本

事
業
に
取
り
組
ん
で
も
、
到

底
、
産
業
観
光
館
の
活
性
化

を
図
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、

川
越
市
民
の
大
事
な
税
金
が

無
駄
な
支
出
に
な
る
事
は
自

明
の
理
で
あ
る
。
加
え
て
申

し
上
げ
れ
ば
、
産
業
観
光
館

の
新
た
な
利
活
用
や
活
性
化

に
取
り
組
む
の
で
あ
れ
ば
、

市
長
を
は
じ
め
執
行
部
は
、

株
式
会
社
ま
ち
づ
く
り
川
越

を
選
ん
で
し
ま
っ
た
自
ら
の

責
任
と
と
も
に
、
現
在
の
指

定
管
理
者
の
経
営
責
任
を
し

っ
か
り
と
問
い
、
平
成
32
年

の
指
定
管
理
者
の
改
選
時
期

と
合
わ
せ
て
新
た
な
事
業
を

行
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

議
案
第
79
号

平
成
29
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
80
号

大
学
奨
学
金
基
金
条
例

【
無
所
属
】

豆知識
議案第58号における財政用語の説明です。
●実質収支比率とは
　歳入歳出差引額から翌年度に繰り越
すべき財源を差し引いた実質収支額の
妥当性を判断するための指標。
　経験的には3～5％が望ましいと考え
られている。
●市債とは
　市が建設事業等の財源を調達するた
めに行う長期の借金のことをいう。
●公債費とは
　市が借り入れた借金の元金と利子の
償還金のことをいう。


